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いわゆる「マイナ保険証」は、マイナンバーカードの健康保険証利用のことだ。そして、現在、マイナンバーカードは医療機
関・薬局で健康保険証として利用できる。利用の際はカードを自分で顔認証付きカードリーダーに入れて受付を行う。顔認
証付きカードリーダーを利用することで、「これまでよりも正確な本人確認や過去の医療情報の提供に関する同意取得など
を行うことができ、より良い医療を受けることができる」という点がその趣旨だ（詳しくは厚生労働省「マイナンバーカードの健
康保険証利用について」を参考に）。

「利用率1割に届かず」との発表。現行保険証の廃止期限迫る

このマイナ保険証だが、2024年6月の利用率は9.9％。つまり、1割にも満たない状況というデータが先日公表された。ご存じ
と思うが、現行の健康保険証発行は今年12月2日で終了し、マイナ保険証の利用を基本とする仕組みに移行する。移行期
日までにあと4カ月の状況で、利用率が1割を切る、現状には危機感を抱く。マイナンバーカードの保険証利用は2021年10
月20日から始まっている（デジタル庁「マイナンバーカードの健康保険証利用の本格運用がスタートしました」）はずで、そ
れから約3年が経過している。

筆者自身は、かかりつけ医に行く場合、必ず受付カウンターにあるカードリーダーでマイナンバーカードを読み取る。あとで
データなどがチェックできて便利だからだ。ただ、受付では毎回、紙の健康保険証の提出も求められ、医院事務は紙の保
険証で行われているようだ（なお、自分の他にマイナ保険証は、1回誰かが読み込ませているのを見ただけでカードリーダ
ーはほぼ使われていない状況に見える）。

先ほど触れた厚生労働省のWebページ内の「現行の健康保険証の新規発行終了について」では「2024年12月2日時点で
有効な健康保険証は最大1年間有効とする経過措置が設けられています」とあり、少しほっとする。

ただし「経過措置期間中に発行済保険証の有効期間が到来した場合や、転職・転居などで保険者の異動が生じた場合は
失効します」とのただし書きからすると、フルに1年使えるとは限らなさそうだ。例えば、筆者の健康保険証には、有効期限「
令和7年（2025年）7月31日」とあり来年7月には失効する。

このような経過措置において、マイナ保険証にすべてを移行させる（10％を100％にする）ことは可能なのだろうか。多少なり
とも疑問が残るところだ（なお、カードは作っただけでは健康保険証として利用できない。申請や登録、受付など手続きが必
要なので注意が必要だ。現状では紙の健康保険証しか使っていない場合であっても、「マイナンバーカードの健康保険証
利用方法」に従いって登録しておこう）。

「メリット感じない」「持ち歩きづらい」など課題は多数。解決の糸口は？… 続きを読む
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